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    〔編集担当：東 賢一〕 

［健康影響評価］急性影響と慢性影響／有害性評価
／曝露経路…［アレルギー］おもな室内環境要因…
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住まいの対策／トイレの対策／浴室の対策／オフィ
スの対策／学校の対策／医療・福祉施設の対策／商
業施設の対策／自動車の対策／鉄道の対策／避難所
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室内空気質ガイドライン／学校環境衛生基準／作業
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……COVID-19 は，人々に室内環境の重要性をより強く印象付けた出来事といえます．国連によれば 2100 年
に世界の人口は 104 億人に達し，その大部分が都市部に住むと予測されています．人口が極度に集中するメガ
シティでは，快適かつ効率的な都市生活が求められ，室内環境のあり方がさらに問われてくるでしょう． 

室内環境中には，ウイルスや細菌などの微生物，化学物質や微粒子，音・光・熱などの物理的要素などが存在
し，従来はこれらの要素毎に各分野の学会で研究がなされてきました．しかしながら，室内環境問題が多様かつ
複合化するにつれ，学問分野を超えた学際的な取り組みが必要とされるようになり，一般社団法人室内環境学
会がそのプラットホームとしての機能を果たしてきました． 

本書は，室内環境学会の会員が中心となり，研究者，実務者，学生らが，自らの関心を糸口に室内環境を総合
的に捉えることが出来るよう，室内環境における問題の所在（第 1 章 総論）、室内環境を構成する要素（第 2
章 生物・微生物、第 3 章 化学的要素、第 4 章 物理的要素）、ヒトへの健康影響（第 5 章）、室内環境に関す
る研究手法（第 6 章）、対策技術（第 7 章）および実践例（第 8 章）について「読む事典」形式で解説するもの
です．各項目は見開き 2 頁の読み切り形式となっており，これらを有機的に横断して連携することにより，室
内環境問題に対する最適解の探索のみならず，新たなアイデアの創発にも繋がることが期待されます．読者の
皆さまには，是非とも座右の書として本書をご活用いただきたいと思います． 

 ―― 序文より（編集委員⾧ 関根嘉香） 




